
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立鶴見中学校

鶴見中学校では、「郷土愛と確かな学力を身につけ、心豊かでたくましい生徒の育成」を目指し、学力向上対策｢本校の重点123｣に基づく授業実践や地域との交流等を通
した「郷土学」、生徒会を中心とした学習目標や体力向上の取組を推進している。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆運営委員会を月２回以上開催し、学期はじめに会議での提案事項一
覧を示した年間会議計画を示すなどして見通しをもち、会議の短時間開
催を実現している。

◆学校運営協議会、地域協育コーディネーター、校区ネットワーク会議等に
おいて取組の共有を図るとともに、総合的な学習の時間における地域学
習・交流学習を推進している。

工夫・ポイント

◆学力向上対策「本校の重点１２３」に基づき、互見授業実施期間を年
間８期設定し、授業改善に向けた取組を推進している。

◆体力向上について、生徒会保体委員会を中心としてLPOW（Let’s 
Play Outside Week）の取組を企画・運営・実践し、日常的な運動に
つなげている。

特徴的な活動

◆「自分の言葉で豊かに表現する力の育成」に向け、鶴見中として期待す
る生徒の姿や判断基準を明確にし、検証・改善を進めていくことが考えら
れる。また、交流学習における生徒の表現活動の様子を、地域住民等か
ら評価してもらい、生徒にフィードバックすることも考えられる。

◆各教科等の担当者が作成し生徒に示している家庭学習計画を小学校
にも共有し、児童生徒が自立的に家庭学習に取り組むよう、小中一体的
な取組を進めることも考えられる。

関係者の声
１人１台端末活用

学力向上対策「本校の重点１２３」 教師と生徒がともに創る授業

録音機能の活用

思考を促す取組


